
認知症について考えてみよう
～9月は世界アルツハイマー月間～

問合先　健康長寿課地域包括ケア推進担当

【ロバ隊長】
「認知症サポーターキャラバン」

のマスコット

認知症について知ろう！
～アルツハイマー月間啓発展示～
市役所1階ロビー
9月12日（木）～ 30日（月）
中央図書館
10月1日（火）～ 23日（水）
※　中央図書館では、認知症関連書籍
も紹介します

「オレンジカフェにこまる」
　オレンジカフェは、認知症の方やその家族、
地域住民、専門職など誰でも気軽に集い、交流
や情報交換ができる場です。お茶を飲みながら

ゆっくりおしゃべりしませんか。
※　開催日時は変更になる場合も
あります。詳しくは、各カフェに
お問い合わせください

認知症予防脳トレ教室
　「あれ」「それ」という言葉が増えた、ということはありま
せんか。ゲームや簡単な問題を解きながら楽しく脳トレを
行う、認知症予防のための教室です。
対　市内在住で65歳以上の方（要介護・要支援認定者およ
び介護予防・日常生活支援総合事業対象者を除く）
日　10月3日（木）から毎週木曜日14時～15時30分（全8回）
場　大橋市民センター
内　ミニ講話やゲームなどを取り入れた脳トレ
定　25人
料　100円（初回のみ）
持　筆記具、飲み物
他　応募者多数の場合は抽選ですが、前回参加していない
方を優先します。結果については、初回の1週間前までに郵
送します。
申　9月11日（水）までに健康長寿課地域包括ケア推進担当
へ電話または直接

「チームオレンジつるがしま」について
　チームオレンジとは、認知症の人やその家族と、認知症
サポーターなどの支援者をつなぐ仕
組みです。本市でも「チームオレン
ジつるがしま」の活動が始まってい
ます。今後もステップアップ講座を
開催し、活動を広げていく予定です。

認知症講演会
　認知症は誰にでも起こりうる病気で
す。認知症の一般的な知識と治療につ
いてこの機会に学んでみませんか？
対　市内在住在勤の方
日　9月17日（火）14時～ 15時30分
場　市役所5階会議室
講　岡

おか
島
じま
宏
ひろ
明
あき
さん（丸木記念福祉メ

ディカルセンター（認知症疾患医療セ
ンター）センター長）　
定　50人　料　無料
申　9月2日（月）から健康
長寿課地域包括ケア推進担
当へ専用フォーム、電話ま
たは直接

認知症サポーター養成講座
　「認知症サポーター」とは、何か特別
なことをするのではなく、認知症とい
う病気を正しく理解して、その人と家
族を見守る応援者です。
対　市内在住在勤の方
日　9月26日（木）14時～ 15時30分
場　市役所５階会議室
定　40人（応募者多数の場合は抽選）
料　無料
持　筆記具、飲み物
申　9月2日（月）～ 19日（木）までに健
康長寿課地域包括ケア推進担当へ電話
または直接

「認知症基本法」の施行について

　9月21日は「世界アルツハイマーデー」、9月は「世界アルツハイマー
月間」です。これらは「国際アルツハイマー病協会」（ADI）が世界保健
機関（WHO）と共同で制定し、認知症に関する様々な取り組みを行っ
ています。認知症になっても住み慣れたまちで暮らしていくためには、
認知症の理解を深め、みんなで支え合っていくことが必要です。この
機会に、認知症のことを考えてみませんか。

　令和6年1月1日に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」が
施行されました。認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすこと
ができるよう、共生社会の実現を目的としています。
　誰もが認知症のことを理解し、認知症の人やその家族を含め、誰もが希
望を持ち「認知症になっても安心して暮らせる鶴ヶ島市」を目指しましょう。

HPはこちら

申込みは
こちら

五校
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９月10日～ 16日は自殺予防週間です９月10日～ 16日は自殺予防週間です
問合先　障害者福祉課障害者支援担当

気づき・声かけ
元気がない、ため息が多
い、食欲がない、眠れて
いないなど、身近な人の
いつもと違う様子が気に
なったら、
自分なりに
声をかけて
みます。

つなぐ
相談を受けた側は、一人
で抱えず、内容によって
は早めに病院や相談機関
の専門家につなぎます。
本人のプライバシーを守
りながら、家
族や上司・友
人らの協力を
求めます。

見守る
世話を焼き過ぎず、少し
気に留める程度で、いつ
もと変わらぬ態度で、温
かく、長い目で見守りま
す。

耳を傾ける
しっかり相手と向き合い、言
い分をそのまま受けとめます。
うなずくだけでも十分です。
これまで苦しんできたことを
ねぎらい、相手は「自分は独
りではなかった」と
安心できます。激励
や説教は禁物です。

ゲートキーパーの役割

ひとりで悩まず、相談してみませんか

ゲートキーパーになろう！
「ゲートキーパー」とは、悩んでい
る人に気づき、声をかけてあげられ
る人のことです。特別な研修や資格
は必要ありません。誰でもゲート
キーパーになることができます。

LINEやオンラインチャッ
トなどでの相談窓口につ
いて厚生労働省のホーム
ページで紹介しています

人は誰しもが落ち込むことがあります。
もし、身近な人や大切な人が落ち込んでいたら、とても心配になりますよね。
そんなときは、勇気を出してまずはやさしく声をかけてみることからは
じめてみてはどうでしょうか。声をかけあうことで、不安や悩みをやわ
らげることができるかもしれません。そんな行動が、ゲートキーパーの
第一歩になります。一人一人が大切な人の「ゲートキーパー」です。

こころが弱ってしまったとき、あなたの話を聴き、支えになろうとしてくれる人はたくさんいます。
あなたの心を救うたくさんの選択肢があることをどうか知っていてください。

相談窓口 電話番号 こんなとき、こんなお悩みに 受付時間

対
面
・
電
話

障害者福祉課障害者支援担当 ☎049・ 271・1111
家族の様子が心配、どうしたらよいか？
専門の医師や病院は？福祉制度を利用したいなど
（保健師、精神保健福祉士）

平日8時30分～ 17時15分

こころの健康相談（市） ☎049・ 271・1111
ストレスから心身共にすぐれない、お酒、ギャンブル
がやめられない、誰とも会わずに家にばかりいるなど
（精神科専門医）

相談日:火曜日午前（月1回）
【要予約】
予約受付　平日8時30分～
17時15分

暮らしとこころの総合相談会
（さいたま市大宮区錦町682-2JACK
大宮5階）

 ☎048・782・4675
借金や失業、パワハラやいじめ、不眠や不安など生活
や健康について
（弁護士、司法書士、精神保健福祉士、社会福祉士など）

原則木曜日15時～ 19時
電話相談　平日10時～ 17
時

埼玉県立精神保健福祉センター　
（伊奈町小室818-2） ☎048・723・6811 精神科の受診、不安や悩み、対人関係や性格、飲酒や

薬物、ひきこもり、うつ病などについて
（保健師、精神保健福祉士など）

平日9時～ 17時

坂戸保健所（坂戸市石井2327-1）  ☎049・283・7815 平日8時30分～ 17時15分

電
話

♯いのちSOS ☎0120・061・338
生きることに疲れた・悩みがある・困っているとき、
一人で抱えず、専門の相談員が一緒に解決の手立てを
探す窓口

24時間365日

厚生労働省
「こころの健康相談統一ダイヤル」  ☎0570・064・556

よりそいホットライン ☎0120・279・338
埼玉いのちの電話 ☎048・645・4343 心がつらく助けを必要とする人のための相談窓口

24時間子供SOSダイヤル ☎0120・0・78310
いじめ問題やその他学校・家庭での悩み、困りごとに
ついてこどもと保護者のための相談窓口
（県教育委員会）

さいたまチャイルドライン ☎0120・99・7777 抱えた思いを話して楽になりたいなど、18歳までのこども専用の相談窓口 毎日16時～ 21時

事業名  二次元コード 登録方法 対象 相談時間・相談期間
埼玉県SNS相談事業
こころのサポート＠埼玉 LINE 県内に居住、通学、

通勤などしている方
毎日19時～ 23時
（受付は終了30分前まで）
相談期間：令和７年3月31日まで

９月10日～ 16日は自殺予防週間です

五校
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ペ
ッ
ト
に
対
す
る
責
任
と
社
会
に
対
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
ょ
う
。
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
幸
せ
に
暮
ら
し
、
近
隣
の
人
に
も
理
解
し
て

も
ら
え
る
飼
い
方
が
理
想
で
す
。
ま
た
、
途
中
で
飼
う
こ
と
を
あ
き
ら
め
、

ペ
ッ
ト
を
捨
て
た
り
し
な
い
で
、
命
を
全
う
す
る
ま
で
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
リ
ー
ド
で
つ
な
ぎ
、

い
つ
で
も
行
動
を
制
止

で
き
る
状
態
に
す
る
。

・
鳴
き
声
、
悪
臭
な
ど

で
近
隣
の
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
す

る
。

・
散
歩
前
に
自
宅
で
排

泄
を
済
ま
せ
、
散
歩
中

の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
、

お
し
っ
こ
は
水
で
き
れ

い
に
洗
い
流
す
。

【
犬
の
登
録
】

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

飼
い
犬
を
市
に
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
・

飼
い
主
変
更
・
犬
が
死
亡
し
た
場
合

も
届
出
が
必
要
で
す
。

【
狂
犬
病
予
防
注
射
】

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有
者
は
、

毎
年
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
内
に
余
裕
を
も
っ
て
、
各
動
物

病
院
で
予
防
注
射
の
接
種
を
お
願
い

し
ま
す
。

ご
自
宅
か
ら
犬
の
新
規

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
済
票
の
交
付
申
請
が

で
き
ま
す　

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
も
し
く
は
Ｐ
ａ

ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で
の
決
済
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
別
途
郵
送
料
が
加
算
さ
れ
ま
す

（
９
月
30
日
ま
で
は
84
円
、
10
月
１
日

以
降
は
１
１
０
円
と
な
り
ま
す
）。

〇　
犬
の
新
規
登
録

手
数
料　
３
０
０
０
円

鑑
札
は
、
後
日
郵
送
で
送
付
し
ま
す
。

〇　
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付 

手
数
料　
５
５
０
円 

狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
は
、
後
日
郵

送
で
送
付
し
ま
す
。

　飼い犬が人をかんでしまったなどの問題が発生し
た場合は直ちに保健所へ連絡してください。また、
保健所では犬の飼い方（鳴き声、放し飼い）などで困っ
ている場合、必要に応じて飼い主への指導を行って
います。
問合先　坂戸保健所（☎049・283・7815）

　埼玉県動物指導センターでは、猫の正しい飼い方
についての相談と指導を行っています。また、ホー
ムページでは猫の飼い方などについて詳しく掲載さ
れています。
問合先　埼玉県動物指導センター
（☎048・536・2465）

不
妊
手
術
の
す
す
め

　

猫
は
、
生
後
６
～
９
か
月
で

妊
娠
・
繁
殖
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
年
に
３
回
以
上
の
出
産
が

可
能
で
、
一
度
に
５
匹
程
度
産

ま
れ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

産
ま
れ
て
く
る
命
す
べ
て
に
責

任
を
持
ち
、
き
ち
ん
と
世
話
を

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
無
制
限
に
繁
殖
さ
せ
な

い
た
め
に
も
、
避
妊
や
去
勢
手

術
を
で
き
る
だ
け
受
け
さ
せ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

県HPは
こちら

ペットは責任をもって飼いましょう

問合先　生活環境課環境推進担当

ペ
ッ
ト
を
飼
う
心
が
ま
え

飼
い
犬

・
で
き
る
だ
け
室
内
で

飼
う
。

・
ト
イ
レ
を
家
の
中
に

用
意
し
て
自
宅
で
排
泄

さ
せ
る
。

・
飼
い
主
を
特
定
す
る

た
め
、
首
輪
や
名
札
な

ど
を
つ
け
る
。 飼

い
猫

犬についての相談

猫についての相談

詳細はこちら

五校
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WORK LIFE
WORK LIFE

市 政 情 報

進めよう　ワーク・ライフ・バランス

問合先　女性センター☎049・287・4755

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

　
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」
の
こ

と
を
い
い
、
働
き
方
改
革
の
一
環

と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
仕
事（
ワ
ー
ク
）」と
家
庭
生
活
・

育
児
・
介
護
・
地
域
活
動
・
趣
味

な
ど
の
「
生
活（
ラ
イ
フ
）」
の
調

和
が
取
れ
る
と
、
私
生
活
に
も
ゆ

と
り
が
で
き
、
そ
の
ゆ
と
り
が
仕

事
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い
う
、

良
い
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
態
は
、
個
人
の
能
力
の

向
上
に
つ
な
が

る
と
同
時
に
、

事
業
所
全
体
の

生
産
性
の
向
上

や
人
材
の
定
着

に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

柔
軟
な
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　　
育
児
や
介
護
を
し
な
が
ら
の
就

業
の
継
続
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
、
同
一
事
業
所
内
に
お
け
る
男

女
間
の
格
差
是
正
や
不
合
理
な
待

遇
の
差
の
是
正
な
ど
、
働
き
や
す

い
職
場
環
境
に
向
け
て
、
様
々
な

法
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
利
厚
生
と
し
て
独
自
で
休

暇
制
度
を
用
意
し
て
い
る
事
業
所

も
あ
り
ま
す
。

　
家
族
の
形
も
多
様
に
な
り
ま
し

た
。
夫
婦
間
で
な
く
一
人
で
育
児

と
仕
事
を
両
立
す
る
方
や
、
男
女

を
問
わ
ず
、
介
護
と
仕
事
の
両
立

が
必
要
な
方
も
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
と
仕
事
の
両
立
は
、
心
身
に

大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
経
済
的
な
負
担
を
抱

え
な
い
た
め
に
も
、
制
度
を
活
用

し
て
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
ま
た
、
女
性
が
意
思
決
定
の
場

に
参
画
し
て
い
く
こ
と
は
、
多
様

な
選
択
肢
を
与
え
、
働
き
や
す
い

環
境
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
女
性
が
働
き
や
す

い
職
場
は
、
男
性
に
と
っ
て
も
働

き
や
す
く
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る

職
場
環
境
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い
込
み

（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
）

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
社
会
構
造
に
関
わ
る
課
題
で
あ

り
、
女
性
だ
け
が
家
庭
と
仕
事
の

両
立
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

複合施設（旧西中学校）への意見募集

問合先　資産管理課公共施設再編担当

　
市
で
は
、
学
校
再
編
後
の
西
中

学
校
に
つ
い
て
、
校
舎
な
ど
の
有

効
活
用
を
図
る
た
め
、
市
民
が
望

む
複
合
施
設
と
な
る
よ
う
に
整
備

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
複
合
施
設
の
整
備
に
向
け

た
基
本
構
想
の
策
定
の
た
め
、
昨

年
度
募
集
し
た
意
見
を
基
に
作
成

し
た
基
本
構
想
の
た
た
き
台
に
つ

い
て
、
今
年
度
も
皆
さ
ん
の
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

基
本
構
想（
た
た
き
台
）の
閲
覧

場
所

市
役
所
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、

女
性
セ
ン
タ
ー
、海
洋
セ
ン
タ
ー
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
逆
木
荘
」

※　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧

で
き
ま
す

意
見
交
換
会
に
よ
る
募
集

開
催
日
時

り
ま
せ
ん
。
男
女
と
も
に
、
育
児

や
介
護
な
ど
の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト

に
対
応
し
た
柔
軟
な
働
き
方
を
無

理
な
く
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
の
解
消
が
進
み
に

く
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
長
年

に
わ
た
り
人
々
の
中
に
刷
り
込
ま

れ
た
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

１
回
目
／
９
月
29
日
㈰
10
時
～
11

時２
回
目
／
10
月
６
日
㈰
10
時
～
11

時※　
両
日
と
も
同
じ
内
容

実
施
場
所　
西
市
民
セ
ン
タ
ー

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
募
集

回
答
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
回
答
す

る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
へ
記

入
し
、
意
見
募
集
箱
へ
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
お
よ
び
意
見
募

集
箱
設
置
場
所

　
閲
覧
場
所
と
同
じ

募
集
期
間　
９
月
１
日
㈰
～
10
月

15
日
㈫

※　
個
々
の
意
見
へ
の
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い

ス
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
や
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
無
意
識
の
思
い
込
み
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

動画はこちら

チェックシート
はこちら

事例集は
こちらHPはこちら
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HPVワクチンの接種を逃した方へ～キャッチアップ接種のご案内～ 

問合先　保健センター感染症対策担当☎049・271・2745

　
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に

よ
り
、
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方

に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
３
月
31

日
ま
で
定
期
接
種
と
し
て
無
料
で

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
と
リ
ス
ク
を

理
解
し
た
上
で
予
防
接
種
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

対
象　
以
下
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方

・
接
種
日
時
点
で
鶴
ヶ
島
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
方

・
平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性

・
過
去
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
合
計
３
回
受
け
て
い
な
い
方

無
料
で
接
種
が
で
き
る
期
間

 

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で　

※　

上
記
の
期
間
が
過
ぎ
る
と
、

接
種
は
可
能
で
す
が
、
接
種
費
用

が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
に
も
よ
り
ま
す

が
、
３
回
で
約
４
～
10
万
円
か
か

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

接
種
開
始
時
期 

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
合

計
３
回
必
要
で
、
完
了
す
る
ま
で

に
約
６
か
月
間
か
か
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
令
和
７
年
３
月
31
日
ま

で
に
接
種
を
完
了
さ
せ
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
令
和
６
年
９
月
中

に
１
回
目
を
接
種
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
方
は
、

早
め
に
接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

接
種
方
法 

①
予
診
票
が
な
い
場
合
は
鶴
ヶ
島

市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で

き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
実
施
医
療

機
関
へ
予
約

③
予
約
日
に
予
診
票
・
健
康
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
、
医
療
機
関
で

接
種

そ
の
他 　
接
種
医
療
機
関
、
接

種
間
隔
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
や
リ

ス
ク
、
相
談
窓
口
な
ど
に
つ
い
て

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
自
費
で
接
種

し
た
方
へ 　

　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
開
始

さ
れ
る
前（
令
和
４
年
３
月
31
日

以
前
）に
自
費
で
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
方
は
、
接
種
費
用

の
助
成（
償
還
払
い
）が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
と
思

わ
れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
期
限
は
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

HPはこちら

医療費の適正化について

問合先　保険年金課保健事業担当

エンディングノート「結び帳」を
配布します
問合先　健康長寿課高齢者福祉担当

　

国
民
健
康
保
険
で
は
年
に
６

回
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は

年
に
２
回
、
医
療
費
の
額
な
ど
を

｢

医
療
費
の
お
知
ら
せ｣

と
し
て

送
付
し
て
い
ま
す
。

　
診
療
を
受
け
た
場
合
、
医
療
機

関
へ
支
払
わ
れ
る
医
療
費
は
、
皆

さ
ん
が
負
担
し
た
保
険
税（
料
）と

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に

よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
一
人
ひ
と
り
が
健
康
管
理
を

心
が
け
、
同
一
の
病
気
や
け
が
で

複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
る｢

重

複
受
診｣

や
同
月
内
に
繰
り
返
し

か
か
る｢

頻
回
受
診｣

を
見
直
し
、

適
正
な
保
険
診
療
な
ど
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
結
び
帳
は
、
自
分
の
人
生
を
振

り
返
る
と
と
も
に
身
体
や
認
知
機

能
が
低
下
し
た
と
き
、
終
末
期
や

死
亡
し
た
後
の
こ
と
を
整
理
す
る

た
め
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。　

配
布
場
所　
各
施
設（
市
役
所
健

康
長
寿
課
、
若
葉
駅
前
出
張
所
、

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
逆
木
荘
」、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
女
性
セ
ン

タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
）で
配

　
ま
た
、
軽
い
病
気
の
症
状
緩
和

な
ど
に
は
、
薬
局
・
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
な
ど
で
処
方
箋
が
な
く
て
も

購
入
で
き
る
医
薬
品（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医

薬
品
）が
活
用
で
き
ま
す
。
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
を
上
手
に
使
い
、
医
療

費
の
抑
制
や
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

※　
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は
、

医
療
費
控
除
申
告
の
、
医
療
費
明

細
書
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
適
正
な
保
管
を
お

願
い
し
ま
す

　
な
お
、
記
載
さ
れ
た
受
診
日
数

や
医
療
費
の
額
に
相
違
が
あ
る
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

布
し
て
い
ま
す
。
冊
数
に
は
限
り

が
あ
り
ま
す
。

出
前
講
座
に
つ
い
て　
結
び
帳

の
書
き
方
な
ど
を
伝
え
る
出
前

講
座
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
先　
坂
戸
鶴
ヶ
島
医
師
会

☎
０
４
９・２
８
８・１
２
８
８

五校
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貯水槽水道（受水槽など）の適切な管理をお願いします

問合先　生活環境課環境保全担当

受
水
槽
設
置
者
の
方
へ　

　
受
水
槽
を
設
置
し
た
方
は
、
安

全
で
衛
生
的
な
飲
み
水
を
確
保
す

る
た
め
、
正
し
い
管
理
を
行
い
、

定
期
的
に
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

受
水
槽
の
容
量
に
よ
っ
て
名
称
・

適
用
法
が
異
な
り
ま
す

　
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル
の
よ
う
に

市
や
水
道
事
業
体
が
供
給
す
る
水

道
水
を
、
い
っ
た
ん
受
水
槽
に
貯

め
た
後
に
各
住
居
や
事
務
所
な
ど

に
供
給
す
る
給
水
設
備
を
、
受
水

槽
の
有
効
容
量
に
関
わ
ら
ず
「
貯

水
槽
水
道
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

　
こ
の
う
ち
、
受
水
槽
の
有
効
容

量
が
10
㎥
を
超
え
る
物
を
「
簡
易

専
用
水
道
」
と
呼
び
、「
水
道
法
」

に
規
定
さ
れ
た
管
理
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
受
水
槽
の
有
効
容
量
が

10
㎥
以
下
の
物
は
「
小
規
模
貯
水

槽
水
道
」
と
呼
び
、
水
道
法
の
規

制
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、「
坂

戸
、
鶴
ヶ
島
水
道
企
業
団
水
道
事

業
給
水
条
例
」
の
適
用
を
受
け
ま

す
。 

簡
易
専
用
水
道
の
定
期
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う 

　

簡
易
専
用
水
道
の
設
置
者
は
、

１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
国
の
登

録
を
受
け
た
簡
易
専
用
水
道
の
検

査
機
関
に
依
頼
し
、
簡
易
専
用
水

道
の
管
理
に
つ
い
て
必
ず
検
査
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

受
水
槽
・
高
置
水
槽
は
清
掃
を
行

い
ま
し
ょ
う

　
受
水
槽
・
高
置
水
槽
は
、
１
年

以
内
ご
と
に
１
回
清
掃
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
に
は

専
門
的
な
知
識
・
技
術
が
必
要
な

た
め
、
建
築
物
衛
生
法
に
基
づ
き

埼
玉
県
知
事
の
登
録
を
受
け
た
建

築
物
飲
料
水
貯
水
槽
清
掃
業
者
を

活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。 

※　
登
録
検
査
機
関
な
ど
は
随
時

追
加
・
変
更
さ
れ
ま
す
の
で
、
最

新
情
報
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

貯水槽
清掃業者

法定検査
機関

第6次総合計画後期基本計画（素案）への
ご意見をお聞かせください

問合先　政策推進課政策担当

　
市
で
は
、
令
和
７
年
度
か
ら
令

和
11
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
「
第
６
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

受
付
期
間　
９
月
25
日
㈬
～
10
月

24
日
㈭

閲
覧
場
所

　

計
画
の
素
案
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
市
役
所
、
若
葉
駅
前
出

張
所
、
女
性
セ
ン
タ
ー
、
各
市
民

セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館

提
出
方
法

①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用

フ
ォ
ー
ム
か
ら

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見（
様
式
自
由
）を
記
入
し
、
メ
ー

ル（

１
０
２
０
０
０
１
０

＠city.tsurugashim
a.lg.jp

）、

郵
送（
〒
３
５
０

－

２
２
９
２（
住

所
不
要
）、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

（
０
４
９
・
２
７
１ 

・
１
１
９
０
）
ま

た
は
直
接
持
参

老齢年金を受給されている
皆様へ
問合先　保険年金課保険資格担当

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
老
齢
年
金

に
お
け
る
源
泉
徴
収
の
対
象（
老

齢
年
金
の
受
給
額
が
65
歳
未
満
の

方
は
１
０
８
万
円
以
上
、
65
歳
以

上
の
方
は
１
５
８
万
円
以
上
）と

な
る
方
に
対
し
、「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
が
順
次
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
申
告
書
は
年
金
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
る
所
得
税
に
つ
い

て
、
配
偶
者
控
除
な
ど
、
各
種
控

除
を
受
け
る
際
に
必
要
な
書
類
で

す
。

　
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種
控
除
が

受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
多
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
提
出
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農作物などの盗難
について
問合先　産業振興課農政担当

　
近
年
、
生
産
者
の
方
々
が
丹
精

込
め
て
作
ら
れ
た
農
作
物
が
盗
ま

れ
る
被
害
が
市
内
で
起
き
て
い
ま

す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
営
農
意
欲
を
失
わ
せ
る
深
刻

な
事
態
で
す
。

　
生
産
者
の
許
可
な
く
農
作
物
を

持
ち
帰
る
こ

と
は
犯
罪
に

な
り
ま
す
。

HPはこちら
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